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衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
君
提
出
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
地
域
の
「
移
動
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
地
域
の
「
移
動
」
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
在
、
政

府
に
お
い
て
、
河
川
等
の
水
系
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
分
布
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
に
つ
い
て
の
予
測
は
行
っ

て
い
な
い
。
な
お
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
（
以
下
「
事

故
由
来
放
射
性
物
質
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
等
に
資
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
が
独
立
行
政
法
人
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
「
放
射
性
物
質
の
分
布
状
況
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
一
環
と
し

て
、
河
川
か
ら
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
輸
送
量
を
確
認
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質
が
比
較
的
高
濃
度
か
つ
広
範
囲
に
沈
着

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
阿
武
隈
川
等
の
流
域
を
対
象
に
、
複
数
の
地
点
で
一
定
期
間
に
お
け
る
水
位
・
流
量
、

土
砂
流
出
量
並
び
に
こ
れ
ら
の
河
川
水
及
び
浮
遊
砂
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
放
射
能
濃
度
を
測
定
す
る
等
の
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
河
川
、
湖
沼
及
び
海
域
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
監
視
に
つ
い
て
は
、
「
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
」
（
平
成
二

十
三
年
八
月
二
日
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
整
会
議
決
定
）
に
沿
っ
て
、
関
係
省
庁
等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
と

一



こ
ろ
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
汚
染
地
域
の
移
動
に
よ
っ
て
新
た
に
対
象
と
な
る
場
所
の
除
染
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
が
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
ま
た
、
法
第
七
条
に
基
づ
き
策

定
し
た
基
本
方
針
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
ま
ず
は
、
人
の
健
康
の
保
護
の
観
点
か
ら
必

要
で
あ
る
地
域
に
つ
い
て
優
先
的
に
特
別
地
域
内
除
染
実
施
計
画
又
は
除
染
実
施
計
画
を
策
定
し
、
線
量
に
応
じ
た
き
め
細

か
い
措
置
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
汚
染
に
係
る
土
壌
、
落
葉
及
び
落
枝
、
水
路

等
に
蓄
積
し
た
汚
泥
等
の
除
去
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。法
に
基
づ
く
措
置
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
四
年
度
予
算
等
に
お
い
て
計
上
し
て
お
り
、
今
後
、
新
た
な
地
域
で
除
染
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
除
染
の
範
囲
及
び
方
法
は
、
そ
の
土
地
の
特
性
や
線
量
等
に
応
じ
て
、

除
染
技
術
に
関
す
る
様
々
な
知
見
、
経
験
、
除
染
の
効
果
の
検
証
等
を
踏
ま
え
て
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
新
た
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に
対
象
と
な
る
場
所
の
除
染
」
に
関
す
る
「
費
用
の
見
積
り
」
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
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